




















































































東大 ･教養 鶴 秀 生,和 達 三 樹
環状の2重らせんDNAは,linkingnumberLkで分類することができる.これはtopological
な数なので連続変形に対して不変な数である.
writhingnumberWr,twistingnumberTwという2つの数もDNAの形を特徴づける数として
定義でき,Lk-W,+Twという関係式をみたす.
Lkを与えた時のI)NAの安定な形を考えるために弾性体モデルを導入し,弾性エネルギーU
の極小を捜すことにする.DNAを弾性体の断面が円形の棒であるとすると,
N-I.L岩(o′2+sin209,2)･!(叶 α｡)2ds
となる･ここで0,9はDNA中心軸の按ベクトルの極角,桝まヌクレオチ ド鎖の中心軸まわ
りの角,a｡はそのもともとのねじれ率,A,Cは曲げとねじりの弾性定数である.閉じる条件
L
J (sinOcosP,sinOsinp,cosO)ds-00
の下でUの条件付変分をとると次のような,連立非線形微分方程式が得られる.
A(sinOcosOp'2- 0")- 1cosOcosP+psinO-0
A(siflOP〝+ 2cosOp'0′)十スsi叩 -0
Cサ 〝-0
(A)
(B.1)
(B.2)
(B.3)
(B･3)よりただちに少-αSが得られる.条件 (A)を考え0′-0の場合の解を考えると(B.
1)(B･2)の方程式は
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